
〈目的〉鶴岡八幡宮初詣：「1 年間の安全祈願」と「建設の歴史」を訪ねる。 

 

  

1063 頼義：岩清水八幡を由比若宮へ密かに勧請 1221 承久の乱、鎌倉幕府の圧勝 

1180 頼朝、凱旋後、由比から鶴岡八幡若宮建立 1124 政子、泰時を六波羅探題から招聘。政子没。 

1182 鶴岡から由比ヶ浜まで真直ぐな道を創る 1225 泰時、大蔵御所を宇都宮辻子新御所へ移転 

1182 頼朝八幡宮西麓に若宮初代別当円暁の坊を建立 1280 時宗、焼失を再建。「天正指図」に近似？ 

1186 頼朝夫妻、若宮へ奉納の「静の舞」を観る 1333 北条執権体制の鎌倉幕府が滅亡する 

1189 頼朝、奥州合戦出兵時。法華堂建立を祈願 1526 里見氏、鎌倉を兵火により焼失 

1191 焼失の為、北山に本宮建立し正式に八幡神請来 1532 小田原北条氏康の鎌倉再建。後北条を称す 

1195 頼朝、奈良大仏殿の落成供養に参列 1591 秀吉、家康に「指図」を持って 再建依頼 

1199 頼朝没。法華堂（白幡神社）に祀られる 1732 秀忠、元和 8（1622）～寛永元（1622）再建 

1200 政子、頼朝供養の為栄西開山、寿福寺建立  水戸光圀、「英勝寺」に滞在、鎌倉に遊ぶ 

1208 政子熊野へ。鶴岡神宮寺（若宮本地堂）建立 1868 明治維新・神仏分離令。廃仏毀釈 

鎌倉史跡巡り、1 月：鶴岡八幡宮初詣（建設の歴史） 
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〈若宮が主体〉 

上宮：正式に八幡神を祀る 

若宮：摂社・末社を配置 

・一部に仏教諸堂を構成 

・寺院の主体は「御本地堂」 

・祈祷所：五大堂、北斗堂 

御本地堂 

〈神社と寺社の習合〉 

上宮：鎮守としての八幡宮 

若宮：若宮域に諸堂を配置 

  ・主役は御本地堂 

・本地仏は薬師如来？ 

薬師堂 

定暁、健保 4年（1216）北斗堂を建立。 

神宮寺の役割強化の為、脇寺を加持祈祷 

施設とし、密教的性格を取り入れた。 

二ノ鳥居前で 三の鳥居前で 


